
 

 

 

 

 

 

 

 

  

教授システム学に基づく大学教員の教育実践力開発拠点 

拠点が提供するコンテンツ紹介用パンフレット 

本拠点が紹介するコンテンツを紹介しています。 
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拠点が提供するコンテンツ一覧 

コンテンツ① インストラクショナル・デザイン公開講座 

大学教員が企業内教育実践者等の異業種間教育担当者交流の場で「授業内容、授業方法の改

善と向上」に共通するインストラクショナル・デザインの基礎を学ぶセミナーを開催しています。 

 

コンテンツ② ID ポータル 

ID・オンライン教育と関連するイベント案内の他、有益な情報（論文・記事等）の紹介を行うウェブサ

イト「ID ポータル」を提供しています。 

 

コンテンツ③ 公開科目 

熊本大学大学院 社会文化科学教育部 教授システム学専攻で提供されている博士前期課程・博

士後期課程向けの科目の一部を、誰でも閲覧できるように Open Educational Resource

（OER）として公開しています。 

 

コンテンツ④ FD研修講師・大学教育設計コンサルタント派遣 

本拠点の運営主体（教授システム学研究センター）に所属する教員が、FD研修講師・大学教育

設計コンサルタントとして、各大学・企業のニーズに応じた研修やコンサルテーションを提供しています。 

 

コンテンツ⑤ 大学教員・志望者向け「教育改善スキル修得オンラインプログラム」 

現役の大学教員、大学教員としての就職を希望する大学院生を対象として、授業設計について学習

できる履修証明プログラム「教育改善スキル修得オンラインプログラム（科目デザイン編）」、および、

自律した学習者を育成する方法を学習できる「教育改善スキル修得オンラインプログラム（自律学習

支援編）」を提供しています。 

 

コンテンツ⑥ FD担当教職員向け「ＦＤ活動デザイン講座」 

FD担当教職員向けの新たな履修証明プログラムとして「FD活動デザイン講座」（無料版・有料

版）を提供しています。 

 

コンテンツ⑦ ポストコロナの教育と FD を強化するラーニングテクノロジー活用ワークショップ 

ラーニングテクノロジーと関連するワークショップを提供しています。 
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拠点の概要 

 

拠点の名称：教授システム学に基づく大学教員の教育実践力開発拠点 

共同利用分野：大学の職員（教員を含む）の組織的な研修等の実施機関 

認定期間：平成 30年度から令和 4年度 

目的・概要 

大学・短大など高等教育機関の教員及び将来的にそれらの機関の教員を目指す大学院生、ポスドク

等の若手研究者を対象に、効果的かつ効率的な教育をシステム的に設計・開発するための方法論であ

るインストラクショナル・デザインを基盤とした教授システム学（Instructional Systems）の修得を通し

て、教育・授業設計、カリキュラム開発等の教授活動、学生指導・支援を含む教育マネージメント、教学

IRやラーニングアナリティクスに必要とされるデータサイエンス分野の基本的分析手法など教員に求められ

る職能の開発と教育実践力を身に付けるための各種ＦＤプログラムを提供します。令和２年度末に発

出した「オンライン教育の新たなモデルの構築に向けた提言」および「ＦＤ活動の客観的な成果分析の

枠組みについての提言」に基づいて、ＦＤ担当教職員向けの新たな「ＦＤ活動デザイン講座」を設計・

開発・公開します。 

これらの取組により、高等教育の抜本的改革を担うことができる人材の基盤となる職能開発の実績を他

大学に普及・拡大し、もって高等教育機関における教育研究の質の向上及びその保証に寄与します。 

尚、本事業では、次の７つの取組を柱に、教授する力のうちの授業実践力（デリバリ）に対するノウハウ

を身に付けることに留まらず、デリバリの基盤となる授業設計力（デザイン）あるいはカリキュラム設計力を

身に付けるための授業設計、教育評価、授業改善のための分析手法、改善手法等を体系化したオンラ

イン教材、ワークショップ等の開発・提供を行います。 
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インストラクショナル・デザイン公開講座 

http://www.cps.kumamoto-u.ac.jp/syogaigakushu/koukai/id/ 

 

本拠点では、大学教員が企業内教育実践者等の異業種間教育担当者交流の場で 

「授業内容、授業方法の改善と向上」に共通するインストラクショナル・デザインの基礎を学ぶ 

セミナーを開催しています。 

 

 

 
 

概要 実施

時期 

募集案内 対象 学習形態 料金 発行物 

入門編 e ラーニングでの自己学習

や受講者同士のワークを通

じて ID の基礎を学習 

毎年

秋頃 

RCiS ウェ

ブサイトで

募集案内

を掲載 

制限なし 

＊教育改善

に興味があ

る方 

オンライン

での事前・

事後学習

と会場での

対面学習 

＊2020 年

度と 2021

年度は対

面学習もオ

ンラインで

開催 

7000

円 
デジタルバッジ 

参加証明書 

応用編 入門編で学んだ ID の基礎

知識・スキルをベースに、参

加者同士のワークで ID を

使う練習を行う 

毎年

冬頃 

入門編の修

了者 

 

  

http://www.cps.kumamoto-u.ac.jp/syogaigakushu/koukai/id/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/


教授システム学に基づく大学教員の教育実践力開発拠点 

• • • 

4 

 

<入門編の概要> 

 

講師：都竹茂樹、平岡斉士、天野慧  

 

学習目標：  

(1) ID の基礎用語 10個がどのような場面でどのように活用できるかを例示できる（知的技能）  

(2) ARCS モデルの視点から、教育事例の課題点を指摘し、適切な改善方法を選ぶことができる（知的技能）  

 

概要：  

e ラーニングでの自己学習や受講者同士のワークを通じて ID10 の基礎用語を学んでいきます。また、Zoom を

使用したワークショップでは、10個の基礎用語の中から ARCS モデルに絞り、講師が提示する教育事例に対する

改善策の検討を受講者同士ワークで行っていきます。ID の道具をどのような場面でどのように活用できるか提示で

きるようになることを入門編の目標としています。                    

 

 

 

事前 

学習 

 

 

 

⇒ 

 

対面学習当日： 

・オープニング 

・質問への回答コーナー その 1 

（休憩） 

・質問への回答コーナー その 2 

・受講者の交流タイム 

（ランチ休憩） 

・ARCS 事例紹介 1 

（休憩） 

・ARCS の事例紹介 2 

（休憩） 

・事後課題について 

・振り返り 

・全体質疑＆発展学習のご案内 

・受講証書授与 

・事後アンケート 

・応用編参加者の方へ  

 

 

 

⇒ 

 

事後 

学習 

 

 
デジタルバッジ 

2020年度 入門編版  
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＜応用編の概要＞ 

 

講師：鈴木克明 

 

学習目標： 

 ・ID の基礎用語 10個のうち１つ以上を応用して、自分の教育事例の改善案を提示できる 

（知的技能） 

 

概要：  

入門編で学んだ ID基礎用語をベースに、応用編では参加者同士のワークを中心に構成し、ID を使う練習を徹

底的に行います。みなさんが取り組まれている教育事例について、ID を用いて改善案を提示できることを応用編の

目標としています。 

 

＊昨年度までに入門編の事後テストに合格し修了認定された方や、他の場で ID を学習し入門編の学習目標を

達成している方等は、応用編から受講可能です。ただし、その際には、別途ご案内する応用編の前提課題へ取り

組み、合格基準を満たす必要があります。 

 

 

事前 

学習 

 

 

 

⇒ 

 

対面学習当日： 

・オープニング 

・グループで事前課題を共有する 

・ペアリング 1 

・ペアで改善案を議論する 

（休憩） 

・グループメンバーにペアワークの結果を伝える 1 

・鈴木先生への質問を考える 1 

・鈴木先生に質問しよう 1 

（ランチ休憩） 

・ペアリング 2 

・ペアで改善案を議論する 2 

・席移動 

・グループにペアワークの結果を伝える 2 

（休憩） 

・鈴木先生への質問を考える 2 

・鈴木先生に質問しよう 2 

・全体質疑、総括 

・クロージング、受講証書授与  

 

 

 

⇒ 

 

事後 

学習  

 

 
デジタルバッジ 

2020年度 応用編版  
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IDポータル 

http://www.cps.kumamoto-u.ac.jp/syogaigakushu/koukai/id/ 

 

本拠点では、ID・オンライン教育と関連するイベント案内の他、 

有益な情報（論文・記事等）の紹介を行うウェブサイト「ID ポータル」を提供しています。 
 

 
 

コンテンツ項目 概要 実施時

期 

募集

案内 

対象 学習形態 料

金 

発

行

物 

イベント  ID と関連するイベントを配信 常時ア

クセス

可 

ー 誰で

も可 

ウェブサイト

を閲覧・利用 

無

料 

ー 

文献紹介 ID と関連する文献を紹介 

ID マガジン マガジン登録者に ID と関連する情報を

配信 

お悩み解決 QandA ID に基づいた悩みと対応案を掲載 

実力チェック  ID スキルをチェック可能 

作業支

援ツール  

教材設計マニ

ュアル 

書籍「教材設計マニュアル」に基づいた

教材を設計する際に利用できるツール

を提供 

学習設計マニ

ュアル 

書籍「学習設計マニュアル」に基づいた

学習を設計する際に利用できるツール

を提供 

授業設計マニ

ュアル 

書籍「授業設計マニュアル」に基づいた

授業を設計する際に利用できるツール

を提供 

研修設計マニ

ュアル 

書籍「研修設計マニュアル」に基づいた

教材を設計する際に利用できるツール

を提供 

http://www.cps.kumamoto-u.ac.jp/syogaigakushu/koukai/id/
https://idportal.gsis.jp/events/
https://idportal.gsis.jp/literature/
https://idportal.gsis.jp/qa/
https://idportal.gsis.jp/qa/
https://idportal.gsis.jp/ability/
https://idportal.gsis.jp/tool/
https://idportal.gsis.jp/tool/
https://idportal.gsis.jp/tool/teaching/
https://idportal.gsis.jp/tool/teaching/
https://idportal.gsis.jp/tool/learning/
https://idportal.gsis.jp/tool/learning/
https://idportal.gsis.jp/tool/class/
https://idportal.gsis.jp/tool/class/
https://idportal.gsis.jp/tool/training/
https://idportal.gsis.jp/tool/training/
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公開科目 

https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/outgoing/opencourses/ 

 

本拠点では、熊本大学大学院 教授システム学専攻で提供している科目の一部を公開しています。 

 

 
 

コンテンツ

項目 

概要 実施時期 募集案内 対象 学習形態 料金 発行

物 

公開科目 熊本大学大学院 教授シ

ステム学専攻で提供して

いる科目を公開 

常時アクセス可 ー 誰でも可 ウェブサイトを閲

覧・利用 

無料 ー 

 

 

  

https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/outgoing/opencourses/
https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/outgoing/opencourses/
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ＦＤ研修講師・大学教育設計コンサルタント派遣 

 

本拠点では、教授システム学研究センターの教員を講師として派遣しています。 

＊研修の形態につきましては、次ページの「講演型 FD研修会を脱却するための研修モデル」をご参照く

ださい。 

＊派遣依頼フォームはこちら 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScL4NQYQIQqVkOOp6j5vA_OhZ43lB

BrpwP0Xb7q4ASIt03aHg/viewform 

 

 
 

コンテン

ツ項目 

概要 実施

時期 

募集案内 対象 学習形態 料金 発行物 

講師派

遣 

ニーズに応じて、教授システム学研究

センターの教員を講師として派遣 
 

随時 問い合わせフォ

ームより相談 

誰で

も可 

どのような形式（オン

ライン・対面）でも対

応可能 

依頼によ

る 

依頼によ

る 

  

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScL4NQYQIQqVkOOp6j5vA_OhZ43lBBrpwP0Xb7q4ASIt03aHg/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScL4NQYQIQqVkOOp6j5vA_OhZ43lBBrpwP0Xb7q4ASIt03aHg/viewform
https://forms.gle/u1hsGY8meDEag17Q8
https://forms.gle/u1hsGY8meDEag17Q8
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＜講演型 FD研修会を脱却するための研修モデル＞ 

 

講演型 FD研修会を脱却するための研修モデルについてのご提案 

本センターでは、これまでに FD研修講師派遣を依頼頂いた際に、様々な形の研修を提言してきました。外部講

師としての依頼を受け、講演をした後で、質疑応答の時間を最後に取る、という従来型のものもありましたが、他の

やり方はどうでしょうか、という提案をした結果、それを受け入れていただき、効果が上がったケースもありました。これ

までの経験をもとに類型化した研修モデルには、以下のようなものがありました。 

 

外部講師講演型 

重要だと思われるトピックの第一人者を招聘して行う FD。例えば、アクティブラーニング、パフォーマンス評価、オンラ

イン授業など。講師によっては、新しいコンセプトを事例に即して知る機会になることもあるが、力量に依存するの

で、「お勉強」に留まり実際の授業改善には直結しない場合も散見される。講演の最後には質疑応答の時間を設

ける場合もあるが、質問があまり活発に出ずに FD担当者が困るケースも多い。 

 

事前質問付外部講師講演型 

外部講師を派遣する際に、事前に質問を受講予定者から募り、その回答を含めた講演にしてもらう。講演時間の

半分程度を講演にあて、残りの時間を事前質問への回答にあててもらうのが効果的。ケースによっては、事前質問

への回答を最初にしてから、まとめの講演というパターンがより講演を身近に感じられ、満足感を高めることもある。 

 

事前資料付講演（反転授業型） 

基本的な内容については事前に論文や講義ビデオで情報を得てもらい、その上で当日の講演に臨んでもらう。可

能であれば、事前資料についての質問を事前にあるいは参集時に受付で出してもらう。講演時間は事前資料の

内容についての質疑応答を中心に構成するか、ワークショップ的に例えば「事前資料の内容を今後の担当授業にど

う応用するか」を検討する時間とする。担当科目でもこの形式（反転授業）を採用してもらう布石として学習者と

して体験してもらう意図も兼ねて行う。 

 

講演型＋アクションプラン作成 

次回にアクションプランをどう実現したかをシェアする会を設定・予告し、それまでに活用することに誘う。新しいコンセ

プトを導入した後で、個人あるいはグループ（担当科目やカリキュラムを共有する者同士）で、このコンセプトをどの

ように活用して授業を改善できそうかを検討・議論し、アクションプランを作成する（次回の FD まで、今年度中、

２－３年後までには、など）。 

 

事前課題＋アクションプラン作成 

FD開始前に授業改善のヒントとなるような文章を全員が読んで、疑問点や自分の授業改善にどのように活用でき

そうかを検討した結果を持ち寄ってもらう方式。集まった時には疑問点を解消した後で、各自の検討結果を共有

し、互いに気づいてなかった点を加えてアクションプランを作成して、次回につなげる。 
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まな板の鯉方式 

これまでに様々な工夫をして授業改善に取り組んできた教員の事例を紹介してもらい、自分の授業で参考になる

点（まねできそうな点）や更なる改善アイデアについて小グループで話し合い、授業提供者が持ち帰るお土産とす

る。例えば、ICT活用法、遠隔授業構成法、学習意欲を高める方策などのテーマを設定し、関連する工夫を数

例並べて検討するとさらに効果が高まる。 

 

ワークシート形式 

各自が担当する授業について共通のフォーマットを用いて現状分析し、改善の糸口を見つける方式。ARCS で学

習意欲を向上する、大学の授業点検シートで出入口と方略をチェックするなど。ワークシートへの記入を事前課題

として記入済みのものを持ち寄って議論中心に展開すると効率的になる。さらにアクションプラン作成と組み合わせ

て次回につなげることも効果的。代表的な取り組みを次にまな板の鯉方式で共有することにつなげる前段階として

の活用するのもよい。 

 

他のやり方 

本センターでは、講師派遣に際して、その他にも有効だと思われるやり方を模索していきたいと考えています。遠慮

なくご相談ください。 
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大学教員・志望者向け「教育改善スキル修得オンラインプログラム」 

 

本拠点では、大学教員向けの履修証明プログラムを提供しています。 

 

＜科目デザイン編＞ 

 
 

＜自律学習支援編＞ 
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＜科目デザイン編：コンテンツ概要＞ 

 

コンテン

ツ項目 

概要 実施

時期 

募集案

内 

対象 学習形態 料金 発行物 

科

目

デザ

イン

編 

無

料

版 

大学の授業改善に役立つ知

識・スキルを学習できる履修証

明プログラム。現在、以下、４

つのモジュールを公開中。 

 

モジュール１： 

大学教育に関する５つの物語 

モジュール２： 

認知的発達を促す授業方法 

モジュール３： 

評価と単位認定の見直し 

モジュール４： 

学習目標の高度化 

 

無料版では上記 4 つのモジュ

ールを学習可能。 

 

有料版では上記４つのモジュ

ールに加え、教員からのフィード

バック・対面学習への参加が可

能。 

常時ア

クセス

可 

ー 誰でも可 オンライン学習 無料 学習証明書

（電子版） 

デジタルバッジ 

有

料

版 

5 月・

11 月 

RCiS ウェ

ブサイト

で募集

案内を掲

載 

現役の大

学教員もし

くは大学教

員を目指

す大学院

生 

オンラインでの事前・

事後学習と会場で

の対面学習 

＊2020 年度と

2021 年度は対面

学習もオンラインで

開催 

60,000 円 履修内容証

明書 

修了証明書

（電子版） 

デジタルバッジ 

団

体

版 

随時 メールに

て個別相

談 

誰でも可 依頼による 依頼による 依頼による 
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＜自律学習支援編：コンテンツ概要＞ 
 

コンテン

ツ項目 

概要 実

施

時

期 

募集案内 対象 学習形態 料金 発行物 

自

律

学

習

支

援

編 

無

料

版 

大学の授業改善に役立つ知

識・スキルを学習できる履修

証明プログラム。現在、以

下、４つのモジュールを公開

中。 

 

モジュール１： 

学生が自分の学びと向き合

うきっかけをつくる 

モジュール２： 

自学自習を促す ICT活用 

モジュール３： 

学びの場を作る（学びの場

の提供） 

モジュール４： 

学生を自己調整学習者に育

てる 

 

無料版では上記 4つのモジ

ュールを学習可能。 

 

有料版では上記４つのモジ

ュールに加え、教員からのフ

ィードバック・対面学習への

参加が可能。 

常

時

ア

ク

セ

ス

可 

ー 誰でも可 オンライン

学習 

無料 学習証明書（電子版） 

デジタルバッジ 

有

料

版 

10

月 

RCiSウェ

ブサイト

で募集案

内を掲載 

現役の大

学教員も

しくは大

学教員を

目指す大

学院生 

*科目デ

ザイン編

バッジ取

得者もし

くは有料

版修了者 

オンラインで

の事前・事

後学習と会

場での対面

学習 

＊2020年

度と 2021

年度は対面

学習もオン

ラインで開

催 

60,000

円 

履修内容証明書 

修了証明書（電子版） 

デジタルバッジ 

団

体

版 

随

時 

メールに

て個別相

談 

誰でも可 依頼による 依頼に

よる 

依頼による 
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FD担当教職員向け「FD活動デザイン講座」 

 

本拠点では、FD担当教職員向けの履修証明プログラムを提供しています。 

 

＜FD活動デザイン編：トップ画面＞ 
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＜FD活動デザイン編：コンテンツ概要＞ 

 

コンテンツ項目 概要 実施時期 募集案

内 

対象 学習形態 料金 発行

物 

FD 活動デ

ザイン編  

無料版 FD担当者が FD活動を行

う上で役立つ知識・スキル

を学習できる履修証明プロ

グラム。現在、以下、４つの

モジュールを公開中。 

モジュール１： 

FDはこのままでよいのか

（大学のワンランクアップに

向けて） 

モジュール２： 

FD活動の KPI（評価指

標）：FD活動をアピールす

るための７つの提案 

モジュール３： 

FD研修のバージョンアッ

プ：年１回の講演会を超え

るための７つの提案 

モジュール４： 

ラーニングコモンズの活動

を設計する：授業以外の学

習支援の７つの提案 

有料版では上記４つのモジ

ュールに加え、教員からの

フィードバック・対面学習へ

の参加が可能。 

随時 ー 誰でも可 オンライン

学習 

無料 学習

証明

書

（電

子

版） 

デジ

タル

バッ

ジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://kyoten1.cica.jp/moodle3/
https://kyoten1.cica.jp/moodle3/
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ポストコロナの教育と FD を強化する 

ラーニングテクノロジー活用ワークショップ 

 

本拠点では、データマイニングやチャットボット、AR/VR、ラーニングアナリティクスといった最新のラーニングテ

クノロジーを学習するワークショップを開催しています。 

 
 

コンテンツ項目 概要 実施

時期 

募集案内 対象 学習形態 料金 発行

物 

セミナー データマイニングやチャットボッ

ト、AR/VR、ラーニングアナリ

ティクスといった最新のラーニン

グテクノロジーを学習するワー

クショップを開催 

随時 RCiS ウェブ

サイトで募集

案内を掲載 

＊セミナー等

の共催を希

望する場合

は、メールに

て個別相談 

誰でも可 オンラインで

配信 

無料 ー 

 

http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/

